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漢方方剤投与高血 圧 自然発症 ラ ッ ト （SHR ）の

　　　　体内微量元 素動態 と臨床検査値の 検討
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【目的】高血圧症、心疾患 、 脳卒中の 成因に は マ グネ シ ウ ム （Mg ） ・ カ ル シ ウ ム （Ca）

の 代謝異常が関与 し、 疫学的に は Ca ・Mg の 摂取不足 と関連する こ とが 示唆 され て い る 。

一方 、 漢方方剤 の 構成成分は ほ と ん どが植物由来で あ り、元 素分析 の 結果、Mg 、　 Ca を豊

富 に 含ん で い る 。 そ こ で 我々 は SHR に高血圧 や 脳血管障害に用 い られ る 4 種類 の 漢方方

剤 （釣藤散 ・続命湯 ・八 味地黄丸 ・防風通 聖散 ）、及 び Ca ” −blockerで あ る nifedipine を

6 週間経 口投 与し、 脳 ・心臓の Ca／Mg 比 、 血圧 、 臨床検査値を検討 した 。

【方法】 8週令 の SHR （1 群 5 匹）に 1 日 2回 6週間 、 方剤 の 煎液 （釣藤散 ：400   凍結

乾燥重量／kg体重 、 続命湯 ： 380  ／kg、 八味地黄丸 ：430  ／kg、 防風通聖 散 ： 550  ／kg）

及び nifedipine （0．67  ／kg）を10ml／  の割合で経口 投与 した 。 対照群 に は蒸留 水を 同様

に投与 した 。

投与期間中の 山1圧 は tail−cuff 法で 測定 し、投与終了後 の 脳 ・心臓の Ca ・Mg 濃度 は ICP

発光分祈法 、 脳脂質過酸化 は TBA 法で 測定 した 。 同時に採血 を行 い 、臨床検査値 の 検討

も行 っ た 。

【結果】漢方方剤 の 投与に よ り、対照群の SHR と比較 して 、 臨床検査値で は高血圧の 危

険因子 で あ る血圧 （全 方剤）と コ レ ス テ ロ
ー

ル （続命湯、八味地黄丸 、 防風通聖散）の 有

意 な低下 が観測 され、さ ら に脳で は釣藤散 、 続命湯 、 防風通聖散に 、 心臓で は全方剤で 有

意 な Ca／Mg 比 の 低下が 見出 され、 こ れ らの 効果は nifedipine と同程度で あ っ た 。 また 、

続命湯 ・ 八味地黄丸 。防風通聖 散に は有意な脳脂質 の TBA 値の 低下が見 られ た 。

【考察】今回検討を行 っ た 漢方方剤 は い ず れ も Ca ・Mg 含有量が高 く、 1 日量当た りで は 、

釣藤散 Ca ；204  ，　 Mg ；74  ： 続命湯 Ca ；205  ，　 Mg ；93  ： 八味地黄丸 Ca ；16  ，　 Mg ；30

  ： 防風通聖散 Ca ；167  ，
　 Mg ；138  で あ り 、

こ れ ら方剤 の摂取 に よ り危険因子で あ る高

Ca ・ 低Mg 状態が改善 した こ とか ら、 それ らの 薬理作用 の
一

つ と して
、

こ れ ま で 知 られ て

い る薬効の 他 に 、 Ca ・Mg の 供給 によ る代謝異常の改善作用 も有 して い る可能性が 示唆 さ

れた 。
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